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１.検討対象とする斜面の抽出（斜面勾配・高さ）
1）既存航空レーザプロファイラ（LP）を用いて斜面勾配図を作成する。
2）道路沿いに傾斜50°以上の傾斜が連続する斜面を、危険度評価対象斜面として抽出する。
3）斜面高さ5m未満の法面は、法面の危険度評価対象（ケース区分）から除外する。

２.斜面区間の区分け・細分化
1）抽出した評価対象区間について、尾根線を境として斜面を細区分する。
2）各斜面の中で法面（道路に接する傾斜50°以上の斜面）範囲を設定する。

3.勾配と高さによるケース区分
1）各法面の、「勾配」と「高さ」を求める。
2）「勾配」は、斜面肩（法肩ないし遷急線まで）～斜面尻に概ね連続確認される勾配のうち最急勾配を採用する。
3）「高さ」は、採用した勾配が確認される中で、斜面肩～斜面尻の高さが最も高くなる値を採用する。
4）各斜面を、ケース1～24に区分する。

4.斜面の危険度評価に係る指標の検討
1）各斜面について地形・地質・履歴の観点から岩盤崩壊の素因の有無を確認する。
2）・地形：河川洗奪・海食、リニアメント、集水地形 ・地質：火山岩・変成岩・古期堆積岩・花崗岩周縁部
・履歴：崩壊、落石 ・既往点検結果：要対策・カルテ対応

5.総合評価（机上スクリーニング・現地確認）
1）斜面をケースの大小に応じて、ランクAA～ランクCに仮区分する。
2）ランクAA～B＋既存要対策箇所（2,522箇所）については、現地確認・車載カメラ調査を実施する。
3）ランクC未満（7,088箇所）については、車載カメラ調査を実施する。
4）現地確認は道路沿いを対象とし、対策工の種類・区間や変状発生の有無を確認する。
5）背後斜面については、LP斜面勾配図に基づき危険箇所を抽出する（例：傾斜60°以上≒不安定落石源）
6）以上のデータに基づき、総合評価を行う。「要対策相当」と判断される場合、想定対策工と概略金額を設定する。
※道路沿いに法面が無い区間で、背後に落石等のリスクが抽出される箇所は約900箇所と想定される。

6.整備方針の検討
1）今回のランク（ケース）区分による危険度評価とあわせ、緊急輸送道路など路線の重要度や道路防災点検結果
などを併せ、ハード・ソフト対策方針の検討やハード対策の優先順位付けを行う。

1.1 検討方針 備 考：
1.1)斜面勾配図の作成範囲：災害要因の判読にあたり十分な範囲までを確保する。判読範囲の目安は、「道路防災点検の手引き（H19）」に則り、以

下とする。路線に面する斜面については斜面の尾根～谷までを判読範囲とする。奥行きが非常に深い場合は道路から1km
程度とする。

2)危険度評価対象斜面の抽出根拠（道路沿い傾斜50°以上の斜面）：
○H30.7の事故は法面の岩盤崩壊によるものであり、本危険度評価は道路の岩盤崩壊リスク抽出を主目的とする。ここで50°を閾値とする根拠は以
下のとおりである。
・「道路土工 切土工・斜面安定工指針（H21）」で硬質岩盤の標準法面勾配は73°～51°とされる。
・「既設法面の法高と勾配の関係（地盤工学会、S51）」に基づくと、傾斜50°以上の法面で崩落が発生している。
・「土木学会-大規模岩盤崩落に関する技術検討委員会（H9）」により収集・整理された国内の岩盤崩壊事例の考察より、以下の知見が得ら
れている。
…崩壊箇所の斜面としては、やや緩傾斜で地すべり的な事例があるが、傾斜50°以上の急崖斜面が多い。

○背後斜面からの落石等のもらい災害について、道路沿い斜面が急勾配をなす場合は落石エネルギーが大きくなるとともに、道路直撃型の被災を被る
リスクが高くなる。これに対し、道路沿いが緩傾斜をなす場合は落石エネルギーが小さくなり、道路まで落石が到達しないケースも出てくるなど、相対的
にリスクが低くなる。

3)危険度評価対象斜面の抽出根拠（高さ5m以上の斜面）：
・「既設法面の法高と勾配の関係（地盤工学会、S51）」に基づくと、高さ5m未満の法面で不安定した箇所は0/70箇所中である（1箇所不明）。
・高さ5m未満の斜面では、崩落が発生した場合でも規模・エネルギーとも小さいため防護網等に留まる可能性が高く、道路への影響は限定的である。

4.1）○「土木学会-大規模岩盤崩落に関する技術検討委員会（H9）」により収集・整理された国内の岩盤崩壊事例の考察より、発生位置に関して以
下の知見が得られている。
・地形的特徴は、河川の源流・峡谷・洗奪斜面、海食崖が主体で、いずれも浸食の著しい地区にあたる。地質的には、新規の堆積岩や花崗岩
を始めとする深成岩に崩壊事例は少なく、火山岩・変成岩および比較的古い時代の堆積岩に崩壊事例が多い。

○一般国道191号道路法面崩壊検討会の中で、事故箇所崩壊の素因の一つとして、花崗岩地質境界とリニアメントが挙げられている。また花崗岩
体の周辺は、熱水作用によって地山の中にスメクタイト（膨潤鉱物）のシームが多くなり、不安定化するとされる（トンネルと地下Q＆A）。

○道路防災点検の手引き 豪雨・豪雪等（H19.9）では、災害事例から見える要注意箇所として、上記のほかに、集水地形（道路沿いに急崖や
法面があり、その背後にさらに斜面が連続している箇所で、0次谷や1次谷などの集水地形がある場所）をあげている。

5.1）勾配と高さのマトリクス整理によるケース区分（ケース1～24） 2）斜面の危険度評価（ランクAA～ランクC：仮区分）
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評価結果のフィードバック：

変状法面と相関を示す指標を特定、
同条件を示す法面を抽出する。
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↑第3回一般国道191号道路法面
崩壊検討会での審議済み事項
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1.1 検討方針
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・抽出法面はランクAAが2箇所、ランクAが94箇所、ランクBが1876箇所、ランクCが7088箇所となった。

・ランクAA2箇所は安芸太田町に位置する（191号事故現場、中筒賀下線）。

・1km当たりの箇所数は廿日市市北部～安芸太田町、呉市～倉橋・蒲刈、福山市～府中市～神石高原町で多い傾向があり、
それらの地域ではランクB以上の法面も多い。

・主要河川沿いの道路ないし島嶼部海岸沿いの道路に、ランクB以上の法面が集積する。

1. 今後の法面対策のあり方検討

「法面勾配」と「法高」の組み合わせ整理結果

★

★
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★崩落事故斜面

：抽出斜面数 3箇所/km以上



1.2 国道191号法面崩落事故現場付近での総合評価実施例

法面 落石履歴

法面崩壊履歴

防災点検（要対策）

45-03.AA 
ケース20
工事中

細分化斜面 防災点検（カルテ）

45-04.A 
ケース11
カルテ対応

背後斜面
要詳細調査

45-07.C 
ケース2
カルテ対応

1. 今後の法面対策のあり方検討

45-05.A 
ケース14
カルテ対応

45-01.A 
ケース12
カルテ対応

3

背後斜面
要詳細調査

表層対策
（モルタル、防護網、擁壁等）

抑止対策
（法枠、ボ
ルト、アン
カー等）

道路に影
響を及ぼ
す損傷・
変状

法面
評価

想定リスク
（机上）

背後斜面に対する対策 残存リスク
想定
対策工

R191-45-01 77 70-79 36 184 148 ケース12 A ＋ ＋ ＋ ＋ - -
モルタル+ポケット式落石防護網
擁壁（起点側沢地形部）

なし - カルテ対応相当
落石・崩壊：大
土石流：小

ポケット式落石防護網
落石防護擁壁（起点側沢地形部）

- -

・背後斜面の不安定落石群に対し、落石防護網工の捕捉
エネルギーが不足する。ただし、斜面尻と道路間には平地
が位置し、道路脇には落石防護壁も設置済みであり、落石

が道路まで到達する可能性は小さい。

R191-45-02 14
落石崩壊：大
土石流：小

ポケット式落石防護網
落石防護擁壁

- -

・背後斜面に不安定崖地形が広く分布する。ただし斜面尻
と道路間には平地が位置し、道路脇には落石防護擁壁も
設置済みである。落石が道路まで到達する可能性は小さ
い。

R191-45-03 113 70-79 77 224 148 ケース20 ＡA ＋ ＋ ＋ - - ＋
モルタル+ポケット式落石防護網
ロープ伏工（上部法面の凸部）

グラウンドア
ンカー工
（工事中）

法面崩壊
工事中

（対策後の効果判
定調査）

落石・崩壊：小
土石流：無

ポケット式落石防護網
ロープ伏工（一部）

- -
・対策工事完了後、対策工効果について一定期間経過観
察を行う必要がある。

R191-45-04 38 80以上 19 167 148 ケース11 Ａ ＋ ＋ ＋ ＋ - - モルタル+ポケット式落石防護網 なし - カルテ対応相当
落石・崩壊：大
土石流：大

ポケット式落石防護網
法枠工、モルタル吹付
リングネット（起点側沢部）

- -

・0次谷頂部に新たな崩壊が発生、崩積土砂の流下による
土石流が懸念される。ただし、谷部出口付近にリングネット
が施工されており、道路への影響は現時点では小さいもの
と判断される。

R191-45-05 214 50-59 91 238 147 ケース14 A ＋ ＋ ＋ - - -
モルタル+カーテンネット
ロープ伏工（起点側一部）
擁壁（起点側一部）

なし - カルテ対応相当
落石・崩壊：小
土石流：小

カーテンネット
法枠工＋ロックボルト
ロープ伏工、擁壁（起点側谷部）

土石流
要詳細調査

・リングネット
（3000kJ)　10ｍ

・背後斜面沢部からの土石流（発生履歴有）に対し、カーテ
ンネットしか施工されていない。沢出口は法面上部に位置
し、道路へ影響が生じる可能性がある。・起点側擁壁背後
に径50cmの転石が散在する。

R191-45-06 7
落石崩壊：小
土石流：大

ポケット式落石防護網
水透過型堰堤（沢部出口）

- -

・斜面上部に不安定落石源や崩壊浸食の発達した谷地形
が確認される。谷部出口付近に流水透過型堰堤が敷設さ
れているが、土石の堆積が進行する。維持業務にて、溜
まった土石の撤去を行うことが望ましい。

R191-45-07 260 60-69 9 155 146 ケース2 C - ＋ ＋ - ＋ - -

E
1
91

A
6
09 モルタル+ポケット式落石防護網（起点

側法面区間）
石積み擁壁（終点側主体）

なし - カルテ対応相当
落石・崩壊：大
土石流：小

ポケット式落石防護網（起点側法面）
石積み擁壁＋落石防護柵（終点側主体）

落石
要詳細調査

・ロープ伏工684m2

・背後斜面上部に大規模な不安定露岩が抽出される。予防

工が無い場合、現況の防護工では、十分に捕捉できない
可能性が高い。

・リスクAA～B：現地踏査・ドラレコ調査対応 ・浸食斜面：河川洗奪・海食 ・落石崩壊：背後斜面で傾斜60°以上の範囲を危険箇所とみなす。危険箇所の範囲に応じて大・小。

・地質条件：火山岩・変成岩・古期堆積岩・花崗岩周縁部 ・土石流：崩壊地or沖積錐が確認される渓流で、渓床勾配10°以上・渓床堆積物あり大。

・リニアメント：断層破砕帯等の弱線部

・集水地形：道路沿いに急崖や法面があり、その背後に0次谷や1次谷がある場所

路線名
斜面
標高
（m）

斜面高
（m）

斜面
勾配（°）

斜面区間
延長
(m)

区間
番号

国道191号

1.斜面区間の区分け・細分化 2.勾配と高さによるケース区分 3.地形・地質要素 4.被災履歴・防災点検

E
1
9
1A
6
0
7

F
1
9
1B
6
0
3

E
1
9
1A
6
0
8

-

-

カルテ
対応

要対策
崩壊
履歴

落石
履歴

集水
地形

リニア
メント

地質
条件

・リスクC以下：ドラレコ調査対応

(+該当） (-該当せず）

5.総合評価（机上スクリーニング・現地確認）

法　面 背 後 斜 面

備　考
浸食
斜面

斜面
危険度
リスク

勾配と高さによる
ケース区分

斜面
標高
(m)

E
1
9
1
B
6
0
3


